
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年度（2022 年）は４７年に一度の建築士会全国大会あきた大会一色の年でした。多くの会員の協力で

大成功に終わりましたが、特に女性部と青年部が活躍したと感じています。 

 

令和４年度 第３１回全国⼥性建築⼠連絡協議会（東京）に参加して  

湯沢雄勝 清⽔川 道⼦ 

令和 4 年 7 ⽉17 ⽇(⽇)・18 ⽇（⽉･祝）の 2 ⽇間、東京・⽥町の⽇本建築学会建築会館を会場として第 31 

回⼥性建築⼠連絡協議会が⾏われました。今から 3 年前の令和元年（2019）第 29 回⼥性委員会連絡協議会で

の活動報告として秋⽥県から発表。湯沢雄勝建築⼠会の活動「探し・残す」と題して、⽩井建築物の調査・保

存・活⽤の話をさせていただきました。今年は秋⽥から「全建⼥PR 隊 AKW（秋⽥県建築⼠会⼥性委員会）」とし

て 4 名が参加。2 ⽇⽬の全体会終盤、淡路会⻑を中⼼として背後に東北各地の⼥性メンバーの⽅々の⼒強い後

押しをいただき、「AKＷ」⼒いっぱいアピールしてきました(笑)。分科会は、「D・たてものを使い繋ぐために」

に参加。福井県建築⼠会の⽅々の報告をお聞きしました。建物の寿命を延ばし使いながら次世代へ繋がること

が出来たらと、「“やりたい”を福井歴史的建造物で」「歴史的建造物をまもり活かす為の⽂化財と補助制度」「地

域の素材を次世代へつなぐ笏⾕⽯バンクの取り組み」「住宅

医の⽊造住宅の改修事例」等、ヘリテージマネージャーや住

宅医の各視点から事例に基づき紹介していただきました。興

味深い話ばかりでした。最後に各地域から参加しているメン

バーからの質問や、また、「こんなことで難儀しています」

等、地域を超えた話の輪がざっくばらんに広がり有意義な分

科会でした。2 ⽇間の全建⼥終了後は、帰りの新幹線の時間

まで「⾃由学園・明⽇館」を⾒学し、ゆったりとした気分で

秋⽥への帰路につきました。（士会ニュースより抜粋） 

 

由利 周防 敦⼦ 

新型コロナウイルスの第７波のなか、細⼼の注意をはらいな

がら全国⼤会の名刺とジャンバーを⽚⼿に持って、⽥町の⽇本

建築学会建築会館を訪れました。開会式までの時間、ミニ畳制

作体験。やっぱり対⾯での⼈のふれあいって良いですね。そし

て、愛知・奈良・⼤阪の活動報告、岩⼿県から被災地報告、早稲

⽥⼤学教授 ⽥辺真⼀⽒の｢これからの快適で健康な住まい｣の

基調講演と対⾯とＺＯＯＭによる配信のハイブリット講習会。

ウィズコロナ時代の住まいと換気、脱炭素社会に向けた住宅・建築物の省エネ対策など新しい時代に建築がで

きる可能性を学んできました。交流会では名刺交換。全国⼤会秋⽥⼤会の話をすると、多くの⽅から｢秋⽥に⾏
くからね。楽しみにしているよ。｣とお声がけいただき、気が引き締まるのと同時にまたお会いできるのがとて

も楽しみになりました。翌⽇は７つある分科会の中から、Ｃ分科会｢福祉まちづくり｣/建築⼠の介護知識｣に参

加しました。介護基礎講座を開催したときの話、介護保険や介護⽤品の話を聞いて福祉の事について学び直し

をさせてもらいました。最後の全体会では第６４回全国⼤会秋⽥⼤会参加のご案内でＰＲＭＯＶＥを放映し、

淡路孝次会⻑、東北の⼥性委員の皆さんと⼀緒にあきた⼤会のＰＲをして参りました。東北の結束⼒ってすご

い。先輩たちが築いてきた絆を感じました。（士会ニュースより抜粋） 

女性委員会だより 
～秋田県建築士会 R4 年度活動報告～ 
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記念すべき秋田開催の全国大会の実行委員メンバー

として、準備の段階から参加させていただけたこと、

自分にとっても自慢の経験になりました。準備期間が

長かった分、メンバーとの絆も深くなっていたのかも

しれません。当日は受付を担当しましたが、全国から

来た皆さんが決まって言うことは「受付これで終わ

り？」でした。私自身他の全国大会へ行ったことがな

かったので知らなかったのですが、秋田はとてもスム

ーズでいいとお褒めの言葉をもらっていました。きめ

細かなアイデアの持ち寄りがこうやって大会成功に

繋がっているんだなと改めて実感してます。私たちを

率いて下さった事務局はじめ、青年委員長様大変お疲

れ様でした！（横手 鈴木ルリ子） 

全国大会はデザイン部会から参加させていただき細かい

事の積み重ねをしっかり考えた事で全体的に良いおもて

なしに繋がったのではないかと思っております。色々大変

でしたが終わり良くて、いい仲間で楽しかったです。皆様

お疲れ様でした。（能代山本 池田） 

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞで

ｴｲｴｲｵｰ！ 

お昼の準

備も大変 

延
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と
続
く
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詰
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資料セット

は 2800 個 
お偉方の

接待も！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あっという間の 3 日間でした。受付の他、数日前に急きょ、

ステージ表彰のアテンドも担当になりましたが、精いっぱい

やりました。ステージ上ではドタバタありましたが、結果的に

は会場全体が和やかな空気に包まれたと聞き、ほっとしてい

ます。様々な人と関わり、知合えた事で、人生を豊かにしてく

れた大会となりました。（仙北 鈴木有扶子） 

着ぐるみと 
ダリアが大人気 

受付は好評

でした 

歴史まちづく

りｾｯｼｮﾝで発表 

大交流会の

御見送り 

女性委員会 

環境ｾｯｼｮﾝ

で発表 

ｴｸｽｶｰｼｮﾝで 
内陸線 

今大会の 
一番人気！ 

ｴｸｽｶｰｼｮﾝ

ﾊﾞｽ乗場 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度東北ブロック会⼥性委員会 

ふくしま⼤会  

（令和４年度秋⽥県建築⼠会⼥性委員会 第 1回学習会）参加者 21 名（サテライト秋⽥会場 14 ・各⾃宅 7 ） 

大館北秋田 松橋 雅子 

去る令和４年５⽉２８⽇（⼟）、令和４年度東北ブロック会⼥性委員会ふくしま⼤会が福島県郡⼭市「ビックア

イ」において開催され、私達秋⽥県建築⼠会⼥性委員会は、 Zoom ウェビナーでの参加となりました。今回の

ふくしま⼤会は令和２年開催で予定されていましたが、新型コ

ロナウィルス感染拡⼤により延期せざるを得ず、更には東京オ

リンピック・パラリンピック年と重なったことにより、全国⼥

性建築⼠連絡協議会の開催⽇との調整が取れず、今年度に延期

されてようやくの開催にこぎつけることができました。⼤会テ

ーマ「とうほく発 SDGｓ」は、これからの私たちの暮らしやし

ごとにも⼤いに役⽴てられる内容で興味深いものでした。秋⽥
県はサテライト会場からの初めての参加ということで、 終了

後も参加者同⼠意⾒交換に花が咲きました。コロナ禍で約３年

集まれず、活動できずでしたが、このふくしま⼤会を機にまた

活動が再開できると確信できました。（士会ニュースより抜粋） 
 

 
 

【令和 4 年度 活動内容一覧】 

 

4 月 東北ブロック会女性委員長会議（WEB） 

 

5 月 R3 年度東北ブロック会女性委員会大会 

（福島・秋田ｻﾃﾗｲﾄ） 

                       

5 月 第１回幹事会（WEB）、女性委員会会議は書面 

      

7 月 全国女性建築士連絡協議会（東京・WEB） 

   委員長会議・ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ・分科会・全国大会 PR 

9 月 東北ブロック会女性委員長会議（WEB） 

 

10 月 第 64 回建築士会全国大会 あきた大会 

   会議・式典・大交流会・ｴｸｽｶｰｼｮﾝ 

 

2 月  第２回幹事会、女性委員会、 

学習会・意見交換会（秋田市） 

 

＊編集後記＊ 
 R4 年度は全国大会開催の為、準備も開催も後始末も大変な怒涛の１年で、今となっては夢の出来事のように感じています。また、

皆様のすごさを実感した 1 年でもありました。秋田県建築士会って明るくて、前向きで、粘り強く、適当な（笑）和気あいあいとした雰囲

気の「いい会」だなぁと思いました。事務局には感謝感謝です。皆様もお疲れ様でした！    ｂｙ大館北秋田 安達 真由美 

 
会員数６９名（2023 年 3月現在） 

 

『女性委員会だより』発行：令和 5 年 3 月 発行者：一般社団法人秋田県建築士会 女性委員会

エクスカーションは、メンバー各々担当持ち場にて、出迎

えや誘導・見送りと、参加者の皆さんのおもてなしに努め

ました。無事、事故もなく楽しんでいただくことが出来ま

した。 
「旧長谷山邸」を掲載した「和の空間ガイドブック」を、メ

ンバーで羽後町役場にお届けしました。その後、道の駅で

近況報告など語り合いました。(湯沢雄勝 清⽔川 道⼦) 


